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株式会社 南郷開発 代表取締役 岩田 進一

〒883-0303 本社　： 宮崎県東臼杵郡美郷町南郷上渡川814番地

土場　： 宮崎県東臼杵郡美郷町南郷上渡川1164番地

ＥＡ－２１　責任者　：　園田　達也

ＥＡ－２１　事務局　：　黒木　忠光

連絡担当者　：　園田　達也

ＴＥＬ　0982-59-8314 ＦＡＸ　0982-59-8148

Ｅ-meil ：　nankai@mb.wainet.ne.jp

１９７８ 年 ９ 月 １ 日

許可番号 宮崎県知事許可　（特-３）第2049号

許可業種 土木工事業 とび・土工工事業 舗装工事業

解体工事業 水道施設工事業 塗装工事業

石工事業 鋼構造物工事業 しゅんせつ工事業

全社 (全組織・全従業員)
対象活動は土木工事，とび・土工工事，舗装工事とする。

　６）対象範囲

　７）事業規模

　８）推進組織図

事務局及び連絡先

　１）事業者名及び代表者名

　２）所在地

　３）環境管理責任者及び

　４）事業創立年月日

　５）事業活動の内容
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工事件数 13

ｍ２敷地面積

床面積

従業員数 人

ｍ
２

１．事業概要及び対象範囲

総務部門
岩田 弓子

工事部門
蛭子 秀和

 (各現場代理人)

本社　

EA-21事務局
黒木 忠光

EA-21責任者
園田　達也

代表者（社長）
岩田 進一

項目 2021年

10

10

95

2020年単位

件

450



　　　　　　

当社は、建設工事が与える環境負荷を把握し、省エネ・省資源及び
リサイクルの推進に取り組み、資源循環型の社会形成に尽力します。
よって以下の方針に基づき、環境管理を実施することを誓約します。

１．具体的に次のことを重点目標として取り組みます。

2. 環境経営方針

環境経営方針

基本理念

環境経営方針

　保全に配慮して行動する事を約束します。

　次の世代に美しい地球を引き継ぐために、事業活動のあらゆる面で環境の

　株式会社 南郷開発は、地球上の環境破壊が加速度的に進行している今、
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　株式会社　南郷開発

　　②工事現場から発生する廃棄物及び事業所の廃棄物は、
　　リサイクルに努め、廃棄物の排出量を削減します。

　　①節電・省エネルギーに努め、二酸化炭素の排出量を削減します。

　　③工事用資材は再生資源の積極的な利用に努め、自然環境に配慮
　　　　した工事を行います。又、関係機関等への提案も行います。

　　⑤環境保全の為のボランティアへの積極的な参加、地域での社会
　　貢献活動に努めます。

　　④節水活動により水使用量の削減に努めます。

　　　　代表取締役　  岩田 進一
　　　 制定日　2010 年  3  月 18 日

　　　 改訂日　2020 年 10 月  5 日

４．環境経営方針は全従業員に周知徹底し、環境保全に関する
意識を高め、環境経営レポートとして社外に公表します。

３．時代のニーズに合わせた新技術や創意工夫を取入れ
安全且つ効率的で環境に配慮した施工に努めます。

　　これらについて環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に
　　見直しを行い、環境経営の継続的な改善に努めます。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。



2019年5月10日改定【承認：岩田】
・新基準値を2013年4月～2022年3月までの実績値の平均とする。

・購入電力の排出係数を0.463(平成30年12月27日:環境省・経産省公表)とする。
　また、化石燃料の二酸化炭素排出係数は、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2017年版に準じた。
・グリーン購入は要求事項から除外されたため、目標管理から除外するが、なるべくグリーン購入を行う等活動は継続する。
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５．環境配慮型製品・
サービスの提供

全体
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守
環境経営計画

の遵守

53.3 52.8 52.5 52.2

４．環境保全の取組推進
 （ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の実施)

全体 4回以上/年 4回以上/年 4回以上/年 4回以上/年

②建設副産物廃棄方法の遵守
によるリサイクル率の向上

現場 464.1t
リサイクル率の向上

95%以上

３．水資源使用量の削減

(年間水資源総使用量）（m3）

1.0％削減 1.5％削減 2.0％削減

事務所

２
廃
棄
物
の
削

減

①一般廃棄物の削減
　　　　　　　　(kg)

2.0％削減

全体 487 482 480 477

694

1.0％削減 1.5％削減

2.0％削減

現場 53,420 52,886 52,619 52,352

2.0％削減

2,146

現場 13,393 13,259 13,192 13,125

②ガソリン使用量
の削減（Ｌ）

1.0％削減 1.5％削減 2.0％削減

事務所 2,190 2,168 2,157

全体 15,583 15,427 15,272

1,786

全体 7,409 7,335 7,298 7,261

2.0％削減

事務所 5,587 5,531 5,503 5,475
①電気使用量の削減
（総電気使用）（kWh）

1.0％削減 1.5％削減

現場 1,823 1,804 1,795

③軽油使用量
の削減（Ｌ）

1.0％削減 1.5％削減

15,349

④灯油使用量の
削減（Ｌ）

1.0％削減 1.5％削減

現場 709 701 698

全体 179,172 177,381 176,485 175,589

１．二酸化炭素排出量の
削減（kｇ-CO2）

事務所 7,668 7,591 7,553 7,515

現場 171,504 169,789 168,932

３．環境経営目標

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値
2022年度
目標値

2023年度
目標値

2024年度
目標値

168,074



今年度の環境目標に対する達成状況は以下の通りです。

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

○

118.7 ○

7,335 5,655 129.7 ○

119.3 ○

達成率

177,381全社

現場 1,804 143 1261.5

判定取　組　項　目
2022年度
目標値

2022年度
実績値

事務所 5,531 5,512 100.3 ○

事務所 2,168 1,880 115.3 ○

○

×

④灯油使用量の削減 (L) 全社 701 427 164.3

③軽油使用量の削減 (L) 現場 52,886 85,226 62.1

150.3
２
廃
棄
物
の

削
減

①一般廃棄物の削減 (kg) 全社 482.1 320.8

②建設副産物廃棄方法の遵守
　によるリサイクル率の向上(%)

現場
リサイクル率

95%以上
99.5%

403.2t/405.4t
99.5

     評価○とする。
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５．環境配慮型製品・サービスの提供
環境活動計画

の遵守

○

全社

全社

全社

※　購入電力のCO2排出係数は、九州電力の0.463を使用しました。

※　達成率は、項目１～３が、目標/実績で１００%以上が評価○、項目４～が、実績/目標で１００%以上が

○

4．環境経営目標と実績

環境活動計画
の遵守

4回以上/年

52.8

○

○

○

100.0

150.0

128.8

×69.9253,714

４．環境保全活動の推進 (回)
    （ボランティア活動の実施）

３.水資源使用量の削減 (m3)

１．二酸化炭素排出量の削減（kｇ-CO2）

5回

41.0

①電気使用量の削減 (kWh)

②ガソリン使用量の削減 (L)

全社 15,427 12,995

現場 13,259 11,115

全社



活動計画 評価日 7/12 10/4 1/13 4/7

活動内容 評価者 園田 園田 園田 園田

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底 ① ○ ○ ○ ○

②空調温度管理〔設定温度・夏期28℃冬期21℃〕 ② ○ ○ ○ ○

③定期的な空調設備の清掃
(2ヶ月ごとフィルター清掃)

③ ○ ○ ○ ○

④ブラインド、カーテンの利用により熱の出入りを調整
する

④ ○ ○ ○ ○

①エコドライブの徹底
〔ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速等の禁止〕

① ○ ○ ○ ○

②車両管理の徹底〔運行日誌・タイヤ空気圧の点検〕 ② △ ○ ○ ○

③効率の良い配車
〔相乗り・配車スケジュール、経路の確認〕

③ ○ △ ○ ○

④不要な物を積んだまま走行しない ④ △ ○ ○ △

①エコドライブの徹底 ① ○ ○ ○ ○

②車両管理の徹底(運行日誌・定期点検) ② ○ ○ ○ ○

③重機の定期点検整備の実施 ③ ○ ○ ○ ○

④重機等の作業は、過剰な負荷をかけない
（アクセル7割運動を徹底する）

④ ○ ○ ○ ○

灯油使用量の
削減

①暖房設備の管理徹底
（ストーブの温度管理及び換気）

現場
代理人

① - - ○ ○

①廃棄物の分別計量と記録 ① ○ ○ ○ ○

②コピー用紙の裏面使用の徹底 ② ○ ○ ○ △

③分別作業を徹底し、再利用を促進する ③ ○ ○ ○ ○

④詰替え可能な製品使用の推進 ④ ○ ○ ○ ○

①マニフェストの即時起票 ① ○ ○ ○ ○

②すべての建設副産物は決められた方法で廃棄する ② ○ ○ ○ ○

③排出先(ﾘｻｲｸﾙ業者)の選定と確認 ③ ○ ○ ○ ○

④建設資材の発注時は数量を確認し残資材の発生を
抑制する

④ ○ ○ ○ ○

①定期的な漏水点検 ① ○ ○ ○ ○

②手洗い時の流し水を短くする ② ○ ○ ○ ○

③洗車時は、泥落し等を行い節水に注意する ③ △ ○ ○ △

①事務所周辺の清掃活動 ① ○ ○ ○ ○

②現場周辺の清掃活動 ② ○ ○ ○ ○

③地域ボランティア活動参加 ③ ○ ○ ○ ○

①環境に関する研究・講習会への参加 ① ○ ○ ○ ○

②環境に配慮した重機等の購入、リースや活用 ② ○ ○ ○ ○

③騒音・振動・粉塵・大気汚染・河川汚濁防止などの策
を講じている。

③ ○ ○ ○ ○

④工期短縮の創意工夫をしている。 ④ △ ○ ○ ○

一般廃棄物の
削減

建設副産物
廃棄方法の
遵守による

ﾘｻｲｸﾙ率の向
上

３．水資源使用量
の削減

４．環境保全の
取組推進

５．環境配慮型製
品・サービスの提供

２
・
廃
棄
物
の
削
減

総務
部門長

現場
代理人

EA-21
責任者

EA-21
責任者

EA-21
責任者

工事
部門長

取組項目

5.環境経営計画・評価表

総務
部門長

工事
部門長

現場
代理人

工事
部門長

現場
代理人

責任者

電気
使用量の

削減

ガソリン
使用量の

削減

軽油
使用量の

削減

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
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月別活動内容 評価の内訳
  〇　活動内容を 71 ％ ～ 100 ％ 実施している

  △　活動内容を 36％ ～  70 ％ 実施している

  ×　活動内容を  0 ％ ～  35 ％ 実施している



6．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

当社に関連する主な法規等の遵守状況は下表の通りである。

また、監督官庁からの指摘や外部からの訴訟もありませんでした。

浄化槽法
定期清掃、定期点検の実施と記録の保管 順守

法定検査(第11条)の実施と記録の保管 順守

-6-

騒音規制法
知事へ7日前までに届け出 該当なし

作業敷地境界にて85デシベル以下 該当なし

振動規制法
知事へ7日前までに届け出 該当なし

作業敷地境界にて75デシベル以下 該当なし

大気汚染
防止法

特定工事に該当するか否かを調査し、発注者に書面で説明 該当なし

調査結果記録の保管。掲示板の設置、掲示の事項。 該当なし

リサイクル法
発生抑制（施工方法、資材選択） 順守

再利用、再生利用、再資源化努力 順守

フロン排出
抑制法

３ヶ月毎に簡易点検をして、記録を保管する。 順守

機器廃棄の際は、ﾌﾛﾝ回収依頼･委託書を保管する。 該当なし

再資源利用計画書・実施書を作成する 順守

主な法規名 順守事項 評価

廃棄物
処理法

委託先の許可期限を確認する 順守

委託処理等の契約を締結する 順守

契約書を契約終了後5年間保存する 順守

マニフェストの回収・A票照合と確認・5年間保管

年間1000ﾄﾝ以上の場合は多量排出事業者報告 該当なし

建設
リサイクル法

順守

産業廃棄物管理票交付状況等報告（6月末迄） 順守

産廃を保管する際は保管基準の順守・掲示板の設置

再利用、再生利用、再資源化の努力をする 順守

順守

発生を抑制する施工方法、資材を選択する 順守
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・気候変動による異常気象等、仕事環境も変化している。特に夏場の熱中症
リスクなど体調面のケアも必要となっている。夏に支給した空調服の活用や
小まめな休息・水分補給等、現場代理人には配慮をお願いする。

⑦環境経営システム
(その他全般)

・特段の指示は無い。台風14号関係の災害復旧工事で忙しくなることが予想
されるため、余裕を持ってデータの取りまとめや点検等を行うこと。

⑥実施体制

7．代表者による全体の評価と見直し

・軽油の使用量が大幅に増加したが、工事の受注状況や工事内容により
　左右されるので、使用量も大切だが各種取組みの徹底をお願いする。
・産業廃棄物については法令及び処理方法について事務サイド，現場
　サイド両者協力して適切に処理されている。今後も漏れの無いように
　確実な実施をお願いする。
・９月の台風14号により多数の災害が発生したが、直後の大小の応急
　作業等迅速に対応出来た。今後災害復旧工事が本格化していくことが
　予想されるので多忙にはなるが、環境面の取組みもお願いする。

代表者による総括

評価項目 代表者による評価及び指示

・環境経営計画表・評価表にて確認を行った。定着している取組みもあるが
気の緩みが時折りみられるので、細かな取組みの徹底から意識の向上をお
願いする。

③環境経営計画の
実施及び運用結果

・環境経営目標達成状況管理表にて確認を行った。大型ダンプでの残土運
搬が多く軽油の使用量が目標値を大幅に上回ったが、それ以外の項目では
目標値をクリア出来ている。9月の台風14号の復旧工事も始まり忙しくなる
が、取組みの徹底をお願いする。

②環境経営目標の
達成状況

・特段の指示は無い。①環境経営方針

・環境情報記録表にて確認を行った。台風14号後は要望も多かったが苦情
等も寄せられることもなく適切な対応が出来た。

⑤外部からの環境に
関する苦情や要望等

・環境法規の取りまとめ兼チェックリストにより確認を行った。各種法令とも適
切に順守されている。

④環境関連法規等の
遵守状況



8.次年度の目標と取組内容

5,503
(kwh)

1,795
(kwh)

2,157
(ℓ)

13,192
(ℓ)

52,619

(ℓ)

④灯油使用量
削減

現場
698
(ℓ)

480
(kg)

52.5
(ℓ)

目標

1
．
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①電気使用量
削減

②ガソリン使用量
削減

③軽油使用量
削減

取組内容

④不要な物を積んだままの走行はしない

③効率の良い配車〔相乗り、配車ｽｹｼﾞｭｰﾙ、経路の確認〕　

②車両管理の徹底(運行日誌・タイヤ空気圧の点検)

①エコドライブの徹底(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、急加速等の禁止)

④ブラインド、カーテンの利用等により熱の出入りを調整する

③定期的な空調設備の清掃(2ヶ月ごとフィルター清掃)　　　　　   

②空調温度管理（設定温度遵守）(夏期28℃冬期21℃)  

①環境に関する研究・講習会への参加

③地域ボランティア活動参加

②現場周辺の清掃活動

①不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

①暖房設備の管理徹底  (ストーブの温度管理及び換気)

④重機は過剰な負荷をかけない(ｱｸｾﾙ7割運動の徹底)

リサイクル率
95%以上

④建設資材の発注時は数量を確認し残資材の発生を抑制する

③排出先(ﾘｻｲｸﾙ業者)の選定と確認　

②すべての建設副産物は決められた方法で廃棄する

①マニフェストの即時起票

-8-

④工期短縮のための創意工夫の実施

３．水資源使用量の削減 事務所

４．環境保全の
取組推進

全体 4回以上

③洗車時は、泥落し等を行い節水に注意する

②現場において、雨水貯留タンク等を設置し、雨水を有効に利用する

①定期的な漏水点検

①事務所周辺の清掃活動 

５.環境型製品
サービスの提供

環境経営計画
の遵守

全体
③騒音・振動・粉塵・大気汚染・河川汚濁防止等の対策の徹底

②環境に配慮した重機等の購入、リース活用 

２
．
廃
棄
物
の
削
減

①一般廃棄物の
削減

全体

現場

②建設副産物
廃棄方法の
遵守による

ﾘｻｲｸﾙ率の向上

現場

①エコドライブの徹底

④詰替え可能な製品使用の推進

③分別作業を徹底し、再利用を促進する

②コピー用紙の裏面使用の徹底

①廃棄物の分別計量と記録

③重機の定期点検整備の実施

②車両管理の徹底(運行日誌・定期点検) 　

現場

事務所

現場

事務所

2023年度　目標値

(kg-CO2)
176,485


